
（１）安全・安心な輸送サービスの提供

　　 ・運転手の車両感覚や安全運転意識を養う体験型の運転手実技研修について、

　　 　対象者を拡大して実施

（２）貸切バス事業者安全性評価認定

　   ・日本バス協会が実施する認定制度において、最高ランクである三ツ星の

　   　評価認定

　　（１）市バスネットワークの形成
　  　　  ・市バスネットワークにおける運行の効率化や利便性の向上に向けて、

　  　　  　新城線及び等々力線の路線再編等を実施

　　（２）分かりやすい案内サービスの充実
　  　　  ・主要駅のりば案内、市バス路線図を掲載した「かわさき市バスマップ」

　  　　　  の作成

　　（３）新型コロナウイルス感染症防止対策
　  　　  ・走行時の窓開けや換気扇使用などによる車内換気の実施

　  　　  ・マスク着用等をお願いする車内放送の実施

　  　　  ・抗ウイルス・抗菌加工を全バス車両に実施

　  　　  ・運転手を含めた営業所職員へのマスク配布及び着用、手洗い、うがい、

　  　　  　手指消毒　など

（１）営業所の効率的な運営

 　　・菅生車庫の運行業務や整備業務などの営業所機能を鷲ヶ峰営業所へ一部統合

（２）正規運転手の採用・養成
　 　・大型自動車第二種免許を保有していない若年層を対象とした運転手（養成
 　　　枠）採用選考の実施

（３）職員の健康管理の徹底

 　　・運転手を対象とした心臓疾患・大血管疾患検査及び脳健診の実施

（１）バス車両の脱炭素化

　　 ・環境に負荷の少ないハイブリッドバス１６両を購入し、バス車両の

　　　 脱炭素化に向けた取組を推進

安全な輸送サービスの確保

快適で利用しやすいサービスの充実

経営基盤の強化

社会的要請等に対応した事業の推進


